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中学校２年 理科での実践

単元名
「電流とその利用」・「物質とその性質」

学習のねらい
※ 静電気の性質を調べる実験を行い，異なる物質同士をこすり合
わせると静電気が起こり，帯電した物体間では空間を隔てて力が
はたらくことを見いだすことができる。

※ 磁石とコイルを用いた実験を行い，考察することによって，電流，
磁界，力の向きの規則性を見いだすことができる。

※ 化学変化に関係する物質の質量を測定する実験を行い，反応
の前後では物質の質量の総和が等しいこと，及び反応する物質の
質量の間には一定の関係があることを見いだすことができる。

学習形態
グループ学習



静電気の実験

異なる視点か
らの発見



磁石とコイルの実験



質量保存の法則



考察から発展した話し合い

状態変化の
学習から

原子の性質
から

※既習内容
を活用した
考察



活動しながら情報交換



活用のポイント

リアルタイムに情報交換ができ，随時その
場で振り返りができる。

活動しながら情報交換が可能。

データが蓄積され，振り返りが容易である。

蓄積されたデータを次の学習に生かせる。

多様な「考え」の共有。

論理的な思考力・表現力の向上


